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研究成果概要 
 本年度も宇宙における粒子加速と放射機構を研究テーマの中心に据えて理論的研究を

進めてきた。これに加えて、以下の講習会・研究会を主催し、各地の研究者と研究交流・

情報交換を行った。 
 
１．2015 年 6 月 2 日-4 日 「電波パルサーデータ解析講習会」（宇宙線研究所） 
２．2016 年 2 月 15 日-16 日 「相対論的ジェットの根元と粒子加速」（宇宙線研究所） 
 
回転中性子星、パルサーは高エネルギー電子・陽電子などの宇宙線粒子の重要な加速

源候補である。しかし、パルサーの電波観測について、日本ではそれに携わる研究者人

口が比較的少なく、生の電波データに触れる機会は限られたものであった。そこで、熊

本大学理学部高橋研究室共催により、データ解析講習会を行い、我々のグループで蓄積

された電波データの解析技術を各地の学生・研究者に会得してもらった。今後、日本で

の電波による時間変動天体の研究の裾野を広げる上で大変有意義な講習会になった。 
2 月に行った研究会では、主に活動銀河核からのジェット形成機構とそこでの粒子加速

に焦点を置いた。ジェット形成機構は宇宙物理学における最大の未解決問題である。近

年のシミュレーションの発展により、ブラックホール（BH）の回転エネルギーが磁場を

通じてジェットを加速するモデルが最も盛んに議論されている。その一方で、ブレーザ

ーの多波長観測の制限から、 放射領域では磁場よりも電子のエネルギーの方が卓越して

いることが従来から知られており、この事実は磁場加速モデルや電波による BH 近傍の

観測と円滑には結びつかない。放射領域のスケールや、非熱的粒子の加速機構に対する

描像も観測の進展とともに変化している。各講演者には 2 時間以上に渡って講演して頂



き、活発な質疑応答を通じ、徹底的な議論を行った。この研究会を通じ、上記のような

理論・観測の進展を共有し、 今後のジェット研究の指針を得ることができた。 
これらの共同利用研究会に加え、毎年恒例になっている「高エネルギー宇宙物理学研

究会」の主催もこのメンバーが中心になり、2015 年 11 月 25 日-27 日の日程で行われ、

間接的にこの共同利用の課題にも貢献している。 
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